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いよいよ夏本番を迎えます。暑い中、保護者の皆様、地域の皆様には本校の教育活動に

ご協力いただき、まことにありがとうございます。６月には草取りや３年生のリコーダー

支援、５年生のソーイング支援、２年生の校外学習、７月には３年生と４年生の社会科見

学に多くのボランティアの皆様のご協力をいただき

ました。また、図書室前の掲示板には、季節ごとの

装飾をボランティアの皆さんが自主的にしてくださ

います。子どもたちからは「かわいい！」などの声

があがります。ボランティアの皆さんは子どもたち

からの声を楽しみにしています。 

６月・７月活動記  

3年生総合学習「須津小のひみつ」 

 ６月６日（火）に山田悠紀子さんをお招きし

て、須津小の昔話を聞きしました。戦後間もな

い昭和 21年に入学した山田さんが、教科書もな

く風呂敷に教材を包んで登校した様子や、校庭

がサツマイモの畑だったこと、体育館・プール

もなく、須津川で泳いだ話など今との違いを知

ることができました。 

 

草取り  

 ６月 13日（火）に保護者ボランティア２名、

「須津ボランティア」の皆さん７名でプール南側

の花壇の草取りを行いました。暑い日差しの照り

付ける日でしたので、途中「熱中症の注意報」が

出ました。花壇の半分ほどで作業は中止になり残

念でしたが、「須津ボランティア」の皆さんには

27日（火）にも草取りをしていただきました。と

てもきれいになりました。7月は 12日（水）と 19日（水）の２回を予定しています。保

護者ボランティアの皆様もご参加をよろしくお願いします。 
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５年生ソーイング支援 

 ６月 12日（月）から７月

19日（水）まで、５年生が

手縫いの作品作りをしまし

た。玉結び・玉止め・なみ縫

い・ボタン付けなど手縫いの

基本を学習しました。保護

者・地域の皆さんなど、多くのボランティアの皆さんに協力していただきました。やがて

子どもたちは自立して生活します。手縫いは子どもたちが生活力をつけていくために必要

な技術です。多くの皆さんの力を借りて、楽しみながら身に着けることができていると感

じました。参加したボランティアの皆さんも、子どもたちの「ありがとう」の声や、でき

た時の満足そうな笑顔から充実感を味わうことができているようです。 

内科検診支援 

 台風のため延期していた内科検診を６月 27 日（火）と７月３日（月）に男子・女子に分

かれて行いました。両日ともボランティアの皆さんにご協力していただきました。ボランテ

ィアの皆さんから「先生が子どもたちを保健室に誘導する間、留守になるクラスを見守る人

が必要では？」など、気づいたことにたいして提案もあり大変参考になります。支援の仕方

も一緒に考えてくださり、ありがたく思います。 

２年生生活科「水辺のいきものさがし」支

援 

 ６月 23日（金）に東部プラザ西側付近へ行って

きました。「自然観察の会」の皆さんに誘導してい

ただき、虫取り網で水路の中を探り、「どじょう」

「ざりがに」「かに」などを捕ることができました。

たくさん捕った子は捕ることができなかった子に分けてあげていました。どの子の飼育ケー

スの中にも生き物が入っていてよかったです。曇り空でしたが蒸し暑

くて、帰りは学校までが遠かったようでした。 

七夕の竹をいただきました 

 １年生・２年生と特別支援級で七夕集会が行われました。七夕飾り

用の竹は福聚院さんにいただきました。 

 

３年生の社会科見学・４年生の郊外学習の引率にも多くの皆さんの 

ご協力ありがとうございました。暑い中、お疲れさまでした。 


